
被災者健康支援連絡協議会 構成団体

全日本病院協会 御中

(地 188)

令和元年 8月 14日

令和元年度「災害医療救護通信エキスパート研修j の開催について

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて今般、災害医療救護通信エキスパート育成協議会より本会宛に「災害医療

救護通信エキスパート研修」の開催にかかる周知方依頼がありました。

本研修は、大規模災害時において、衛星携帯電話及び衛星データ通信をはじめ

とする各種無線機器等を適正かつ有効に取り扱うととができる人材を育成すると

とを目的として、総務省の委託により災害医療救護通信エキスパート育成協議会

(小職が参与に就任。事務局:公益社団法人日本無線協会)が開催するものです。

詳細につきましては、 別添の受講者募集案内(上級レベル研修、標準レベル研

修)をご参照ください。

つきましては、賞会会員等への周知方につき、ご高配賜りますようよろしくお

願い申し上げます。



令和元年8月 7日

公益社団法人日本医師会御中

災害医療救護通信エキスパート育成協議会

令和元年度 「災害医療救護通信エキスパート研修」の

周知に関するご協力のお願いについて(依頼)

謹啓、貴会におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃から、当協議会の事業に対し、多大なご支援をいただいておりますことに、改め

て御礼申し上げます。

さて、ご案内のとおり、当協議会では、医療関係者等に対して、大規模災害時におい

て衛星携帯電話等の無線機器を適正かっ有効に取り扱うことができる人材の育成を目

的として、平成29年度から f災害医療救護通信エキスパー ト研修Jを実施しています。

本年度で3年目になりますが、引き続き当該研修・訓練を実施することとなりま した。

つきましては、貴会内及び関係機関等に本研修についてご周知いただきたくご依頼申

し上げます。

なにとぞご協力をお願い申し上げます。

敬白

災害医療救護通信エキスパー ト育成協議会事務局

公益財団法人日本無線協会企画室担当:武藤

電話:0 3ー 3533-5686

E-mail kikakul@nichimu.or.jp 



令和元年度災害医療救護通信エキスパート育成事業実施計画

|1災害医療救護通信エキスパート育成事業とは!

災害医療救護通信エキスパート育成事業に係る研修・訓練等(以下、「通信エキスパ}ト研修J
という。)は、首都直下地震、南海トラフ地震等の大規模災害時において、国民の生命 ・身体を

守るために行われる医療・救護活動等を円滑に行うために必要とされる情報伝達の手段として

使用される衛星携帯電話及び衛星デ}タ通信をはじめとする各種無線機器等を適正かっ有効に

取り扱うことができる人材を育成し、災害医療 ・救護活動等の維持を図り、被災者の医療活動等

の支援に寄与することを目的とする総務省事業として、平成 29年度から「災害医療救護通信エ

キスパート育成協議会(会長:相田仁東京大学工学系研究科教授)Jが実施しているものです。

なお、本事業の事務は、総務省からの請負として公益財団法人日本無線協会が行っています。

|2レペル別の研修・訓練等の日程 |

本年度募集する通信エキスパー ト研修は、上級レベル研修、標準レベル研修及びオンラインの

3区分とし、上級レベル及び標準レベル研修の修了者には認定証及び記章を交付します。また、

オンライン研修の修了者には、修了証を交付します。

それぞれの日程及び会場は次のとおりです。なお、当該研修の受講料は無料です。

( 1 )上級レベル研修 (2日間研修)

回 実施日(令和元年) 研修会場 募集人数 申込期間

1 9月12日(木)-9月13日(金) スカパ-JSAT 30名 8月5日-8月21日

2 9月19日(木)-9月20日(金) 横浜衛星管制 同上 8月5日-8月初日
3 10月 3日(木)-10月 4日(金) センター 同上 8月5日-9月1日
4 10月17日(木)-10月18日(金) (神奈川県 同上 8月5日-9月8日
5 10月24日(木)-10月25日(金) 横浜市) 同上 」主主5日-9月16臼

(注) 2日間にわたっての研修です。各回は同一内容です。

【上級レベルの目標】

衛星データ通信機器等の設営・メンテナンス及び操作の指導ができるレベルを目標とし、非常用通信手段の適
正利用を実現する上で必要となる知識及び技能のうち、高度なもの(主に衛星データ通信に特化した内容)を習
得する。

(2)標準レベル研修(，目研修)

回 実施日(令和元年) 研修会場 募集人数 申込期間

1 9月30日(月) 20名 8月5日""9月1日
2 10月 1日むた) 向上

3 11月 5日0k) 総務省 同上 9月1日-9月30日
4 11月 6日(水) 情報通信政策研究所 同上
5 11月24日(日) (東京都圏分寺市) 同上 9月1日-10月6日
6 11月25日(月) 向上
7 12月17日(火) 同上 10月113-10月31日
812月18日(水) 向上

(注) 1日間の研修です。各国は同一内容です。

【標準レベルの目標】

衛星携帯電話等の機器を適正に操作・使用できるレベルを目標とし、非常用通信手段の適正利用を実現する
上で必要となる標準的な知識及び技能(主に衛星携帯電話による音声通話を中心とした内容)を習得する。



(3 )オンライン研修

以下のサイトで随時受講できます(実技実習はありません)。
下記の gaccoトップページからfgacco新規会員豊録』及び「ログイン』の上、受講コードfOCOME2019Jを受

講登録し、「災害医療救護通信エキスパート研修2019Jを受講してください。 (8月中旬に開講予定)

http://gacco.org/ 

【オンライン研修の目標】

衛星携帯電話等と傍帯電話等との違いを理解することができるレベルを目標とし、非常用通信手段の適

正利用を実現する上で必要となる基礎的な知搬を習得する。

なお、上級文は標準レベル受講者は、予習のため、必ず事前に受講修了してください。

(4)構師育成研修

上級文は標準レベル受講修了者を対象として選考いたします。 一般公募は行いません。

|3受前科目、受講時間、受講資格|

( 1 )受鵬科目及び畏情時間

受講区分 種別及び受講時間 受講内容

0非常災害時の通信確保の必要性・重要性

0災害医療・救護活動において確保されるべき非常用通信

鹿学 1.5時間
手段に関するガイドライン

0非常用通信手段の種類と特徴、メリット・デメリット

上級レベル
。.渡法制、電波システムの適正利用

(2日間研
0機器の管理方法等

修)
0衛星データ通信(VSAT等)の設置・操作、 PCネット接

実技
6時間

続 (Wi-Fiの設定を含む)及びアプリ操作(EMISへのロ

(屋外) グインまで)

Oデジタル簡易無線の設定、通信操作

能力認 45分間 0鹿学及び実技のそれぞれについて、その理解度、熟度

定試験 程度 を試験によって確認(認定)

座学 1.6時間 0上級レベルの内容についての基本的知識

0衛星携帯電話の設定・通信操作

標準レベル 実技
3時間

OデジタルMCA無線、デジタル簡易無線の設定、通信操

(1 a研修) (屋外) 作

0衛星データ通信の操作、ネット接続(タアレヲト、スマホ)

能力飽 30分間 0座学及び実技のそれぞれについて、その理解度、熟度

定試験 程度 を試験によって確認(認定)

*受講時間は目安であり、研修状況等に応じて延長することがあります。

*実技に関する能力認定試験は、実技研修中に実施します。
*オンライン研修は、 gaccoASPサイト上にアップロードされた資料で随時の受講になります。

(2)受情資格

受講区分 受講資格(いずれかに骸当する者)

ODMAT、JMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に1年以上の業務経歴を有する者

0日本災害医学会認定災害医療ロジステイタス専門家として認定された者

0地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部

上級レベル 署に属する者

0災害医療関係者であって、上記と同等の知織を有する者

O災害医療関係者であって、第二歳陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級陸上 |

特殊無線技士国家資格を有し1年以上の業務経歴を有する者

0災害医療関係者等であって、 1年以上の業務経歴を有する者又は同等の知織を有する者

標準レベル
0地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部

暑に属する者

0災害医療関係者等であって、第三級陸上特猿無線技士国家資格を有する者

*オンライン研修については、特に受講資格は必要ありません。(実技実習はありません。)

*なお、上級レベル研修は、できるだけ、標準レベル研修を受講修了されていることが望まれます。

2 



両申込方法

( 1 )申込方法と申込期間

0上経・標準レベルは、実施回毎に募集します。受講申込書に必要な事項を記載し、メール又

はFAXで、下記提出先あて申込期間内にご提出ください。
0申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続します。

0なお、定員に大幅に満たない場合や、台風等荒天の場合など、急逮取りやめにすることがあ
ります。

O本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否j を通知します。

(2 )提出書類

受講申込書の用紙は、関係機関等に送付しますが、公益財団法人日本無線協会のホーム
ベ}ジからダウンロ}ドもできます。

(3)提出先

提出方法

陣留意事項 |

メ}ノレ

FAX 

メールアドレス/FAX番号

e-uketuketdcome0929.onmicrosoft.com 

0225-92-8382 

.屋外での長時間の実技実習がありますので、雨(必ず雨合羽)や寒さ、暑さ(帽子等)対策へ

の服装をご準備くださいa また、水分補給に心がけてください。

0やむを得ない事情により受講できなくなった場合は、早期の連絡をお願いします(電話 070-

1002-9607)。
0講習時聞が不足すると能カ認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の
開始時刻に遅れないようご注意ください。

0研修会場に駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい。

・研修会場内や近くに食堂・コンピニ等はありません。昼食については、事前に準備して、ご参

加ください。
O公益財団法人日本無線協会は、個人情報を含む申込書を他の目的に使用することはありませ

ん。

|6その他|

通信エキスパート研修は、災害医療救護等に従事する者が大規模災害時において、通信連絡

回線を確保するための通信技術のスキルアップを図ることで通信エキスパート人材を育成す

るものです。
公益財団法人日本無線協会では、この主旨を踏まえ、更なるスキルアップのため、無線従事

者国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しておりま

す。

詳細は、当協会のホームページをご覧ください。
http:jjwww.nichimu.or.jpj 

〔お問い合わせ先〕

災害医療救護通信エキスパート育成協議会事務局

公益財団法人日本無線協会企画室(03-3533 -5686) kikaku1(at)nichimu.or jp 
〒104-0053東京都中央区晴海三丁目3番3号江間忠ピル
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令和元年度r通信エキスパート研修j受講者募集案内
-1上級レベルi研修(会場:スカバーJSAT.横浜衛星管制センター)-

〔お問い合わせ先〕

災害医療救護通信エキスパート育成協議会事務局

公益財団法人日本無線協会企画室
電話:03-3533-5686 ldkakul (at)nichimu. or.jp 
〒104-0053 東京都中央区晴海三丁目3番3~号江間忠ピル

1 実施日及び募集人数

実施回 実施日(令和元年) 申込期間

1 9月12日(木.)--9月13日(金) 8月5日--8月21日

2 9月19日(木.)--9月20日(金) 8月5日.......8月28日

3 10月 3日(木.).......10月 4日(金) 8月5日.......9月1日

4 10月17日(木).......10月18日(金) 8月5日.......9月8日

5 10月24日(木).......10月25日(金) 8月5日.......9月16日

*受講料は無料です。

*2日間にわたっての研修です。各実施回とも、閑ーの時間割、同一内容です。
*申込期間以外は受付できません。
*台風など荒天の場合等、急逮取りやめにすることがあります。

2 研修会場

スカパ-JSAT横浜衛星管制センター(屋内:座学、屋外:実技実習)

干226-0015神奈川県横浜市緑区三保町248-1

3 時間割

時間 内容

10:20 受付開始

1日目 10: 30--12: 20 オリエンテーション、座学
(木曜日) 12:20.......13:20 (昼食。 ※お弁当者事をご持参ください.

13:20.......17:20 実技実習(墨昼)

募集人数

各国30名

2日目 09: 10--14: 10 実技実習(墨必昼食時間含 ※お弁当等をど持怠くださu、a
(金曜日) 14:20.......16:00 座学に関する能力認定試験/修了式

*2日間にわたっての研修です。時間は目安であり、延長する場合があります。
*使用予定通信機器(変更になる場合があります。)

VSAT、ワイドスター、BGAN、デジタル簡易無線(登録局)

*実誌に関する能力認定試駒立、実援実習中に実施します。

4 受講資格

受講資格(11、ずれかに該当する者)

ODMAT、JMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に1年以上の業務経歴を有する者
O日本災害医学会館定災害医療ロジステイタス専門家として認定された者
0地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部暑に
属する者

O災害医療関係者であって、上記と同等の知織を有する者
O災害医療関係者であって、第二級陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級陸上特殊無
線技士国家資格を有し1年以上の業務経歴を有する者

*棟割匹レベル研修を修了していることは必須要件ではありませんが、できるだけ楊皐レベル研修を修了されていることが望まれます.



5 申込方法

受講の申込は、実施回毎に募集します。本募集案内に務付された申込用紙に必要事項を記載

し、事務局(下記のメールアドレス又はFAX番号宛て)に、申込期間内にご提出して下さい。宣話

や郵送等による受付は行っておりません。

提出方法

メーノレ

FAX 

6受講者の決定

メールアドレス/FAX番号

e-uketuke@dcome0929.onmlcrosoft.com 
0225.92・8382

本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否Iを、各実施回の申込期限経

過後、速やかにメールで通知します。(受講資格及び業務経歴等により遺考します。)

受講が決定しましたら、下記のオンライン上の「災害医療救護通信エキスパート研修2019Jで必

ず予習し、受講修了をしてください。下記の g舵 coのサイトで受講できます。下記の g邸 coトップペ

ージからrgacco新規会員登録J及びfログインjの上、受講コードrnCOME2019Jを受講登録し

て受講してください。 (8月中旬に開講予定)

htto:/ /g，舵co.orJT.I

7 注意事項

.屋外での長時間の実技実習がありますので、雨(必ずカッパ)、寒さ、暑さ(帽子)対策への服装

をご準備ください。また、水分補給に心がけてください。

0講習時聞が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の

開始時刻に遅れないようご注意ください。

0やむを得ない事情により受講できなくなった場合には、電話により早期の連絡をお願いします

(電話070-1002-9607)。

・研修会場内や近くには食堂・コンビニ等がありません。事前に昼食を購入する等、ご準備をお願

いします。

0研修会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

O当日の持ち物

・筆記用具

・記入済みの事前アンケート(用紙は、受講決定時にメ}ルで送付します。)

・実技実習で使用しますので、お持ちであればWi-Fiに接続できるノートパソコン又はタブレッ

ト、スマホをお持ちください。なお、パソコンの場合はWindo怖をUpdateしておいてください。

.雨合羽(雨の場合)、帽子(晴天で暑くなる場合)

-昼食のお弁当等

・過去に上級または標準レベル研修を受講された方は、テキスト(座学編・実授編)のご持参を

お願いいたします。

8その他

公益財団法人日本無線協会では、通信エキスパートの更なるスキルアップのため、無線従事者

国家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しております。

詳細は、当協会のホ}ムベ}ジをご覧ください。

htto:/ /www.nichimu.orJo/ 
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|研修会場のご案内|

【会場】

・スカバーJSAT横浜衛星管制センターテレポート屋内、星盆

干226-0015神奈川県横浜市緑区三保町248-1

【交通アクセス】・JR横浜線「中山駅J下車 南口パス乗り場1から、神奈川中央交通

「横 52横浜駅西口行き」又は「中 53鶴ケ峰駅行きjfこ乗車15分、

「梅田バス停J下車徒歩5分

(M一一→ト
ゲ一トを

入場ください。

'j ~(C Y .l .:>lulll S l(~ih刊 Conlr"J CenHf 三~a !:!Y小入。

3 
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NO 

令和元年 月 日
災害医療救護通信エキスパート育成協議会会長殿

令和元年度通信エキスパート研修受講申込書
--1上級レベ刈研修(スカパーJSAT横浜衛星管制センター会場)--

次のとおり、通信エキスパー ト研修(上級レベル)を受講したいので申し込みます。

男
生

昭和
性 年 . 年 月ふりがな 男Ij 月

氏名 女
日

平成

個人メールアドレス @ 

T 電
固定:

話
住所

番

号
携帯:

研修中の緊急連絡先 |氏名(続柄) 電話: 一

日

名称(地方公共団体の場合は部署名まで記入)
職種(事務職、医師、看護師など)

勤務先
所在地丁

電話番号: 一
FAX番号: 一
勤務先メールアドレス | @ 

受講希望日 '9!12(木)-13(金) '10!3(木)-4(金) '10!24(木)-25(金)
2日間研修です.

(0で囲む) .9!19(木)-20(金) 'lO!17(木)-18(金)

受講資格※
① ② ③ ④ ⑤ 

(0で囲む)

(上記受E陣資絡に係る業務経歴のほか、所属チーム等(例:DMATOOO)、災害派遣康司事を記織してください。)

業務経歴等

(必須記入)

勤務先の衛星系通信設備の種別・型式

(配備している、配備予定の場合)

広域災害救急医療情報システム(EMIS)のログイン用ID、パスワードの有無

所属する都道府県等の1-SPEEDのログイン用ID、パスワードの有無

※下表から該当する受講資格を選択してください。(複数選択可)

受講資格

①DMAT、jMAT、DPAT、日赤救護班等で、災害医療に1年以上の業務経歴を有する者

②日本災害医学会認定災害医療ロジステイクス要員として認定された者

有 . 無
有 . 無

③地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者

④災害医療関係者であって、上記と同等の知識を有する者

⑤災害医療関係者であって、第二級陸上特殊無線技士国家資格を有する者又は第三級陸上特殊無線技士

国家資格を有し1年以上の業務経歴を有する者

4 



令和元年度「通信エキスパート研修」受講者募集案内
-1標準レペ川研修(会場:総務省情報通信政策研究所)-

〔お問い合わせ先〕

災害医療救護通信エキスパ}ト育成協議会事務局

公益財団法人日本無線協会企画室(03-3533-5686)
電話:03-3533-5686 kikakul(at)nichimu.or.jp 

〒104-00関東京都中央区晴海三丁目3番3号江間忠ピル

1実施目及び募集人数

実施回 実施日(令和元年) 申込期間 募集人数

1 9月30日(月)
8月5日-9月1日

2 10月 1日むた)

3 11月 5日(火)
9月1日-9月30日

4 11月 6日(水)

5 11月24日(日)
各国20名

6 11月25日(月)
9月1日-10月6日

7 12月17日(火)
10月1日-10月31日

8 12月18日(水)

*受講料は無料です。

*1日間の研修です。各実施固とも、同一の時間割、同一内容です。

*申込期限までに定員に満たない場合は受付を継続しますので、お問い合わせください。

*定員に大幅に満たない場合や、台風など荒天等の場合は、急逮取りやめにすることがあります。

2 研修会場

総務省情報通信政策研究所(2階教室:鹿学、中庭:実技実習)

干185-8195東京都国分寺市泉町2丁目 11番 16号

3 時間割

時間 内容

09:10 受付開始

09:30-12:40 オリエンチーション、座学

12:40-13:30 (昼去り ※お弁当等をご持参ください邑

13:30-16:15 実技実習i墨鎧
16: 15-18:00 座学に関する能力認定試験/修了式

*時聞は目安であり、延長する場合があります。

*使用予定通信機器(変更になる場合があります。)

イリジウム、スラヤ、ワイドスター、 BGAN、デジタルMCA無線、デジタル備易無線(登録局)

*実技に関する能力認定試験は、実技実習中に実施します。

4 受講資格

受講資格(いずれかに該当する者)

0災害医療関係者等であって、 1年以上の経歴を有する者文は同等の知識を有する者

0地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に

属する者

O災害医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者

1 



5 申込方法

受講の申込は、実施回毎に募集します。本募集案内に添付された申込用紙に必要事項を記載し、

事務局(下記のメールアドレス又はFAX番号宛て)に、申込期間内にご提出して下さい。

電話や郵送等による受付は行っておりません。

提出方法 | メ}ノレアドレス/FAX番号

6 受講者の決定

e-uketuke@dcome0929.onmicrosoft.com 
0225-92-8382. 

本協議会は受講者を決定し、全ての申込者に対して受講の「可否jを、各実施回の申込期限経過

後、速やかにメ}ルで通知します。

受講が決定しましたら、下記のオンライン上の「災害医療救護通信エキスパート研修2019Jで必ず

予習し、受講修了をしてください。下記の gaccoのサイトで受溝できます。下記の gaccoトップペ}ジ

からrgacco新規会員登録J及びfログインjの上、受講コードrDCOME2O19Jを受講登録して受講し

てください。 (8月中旬に開講予定)

htto:/ / gacco.orJU 

7注意事項

.屋外での長時間の実技実習がありますので、雨(必ずカツノ者)、寒さ、暑さ(帽子)対策への服装を

ご準備ください。また、水分補給に心がけてください。

・研修会場内及び近くには食堂・コンビニ等がありません。事前に昼食を購入する等、ご準備をお願

いします。屋内教室での飲料はベットボトルの水だけですe 事前にご持参くださいa

0講習時聞が不足すると能力認定試験が受けられなくなる可能性がありますので、研修・訓練の開始

時刻に遅れなb、ょうご注意ください。

0やむを得ない事情により受講できなくなった場合には、電話により早期の連絡をお願いします(電

話070-1002-9607)。

0研修会場には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

・当日の持ち物

・筆記用具

・記入済みの事前アンケート(用紙は、受講決定時にメールで送付します。)

-実技実習で使用しますので、お持ちであれば、Wト民に接続できるタブレット又はスマホをお持

ちください。

・飲み物(屋内教室内ではペットボトル入りの水だけになります") 

・社員証等身分証明となるもの(研修会場内では身に付けていただきます。)

.雨合羽(雨の場合)、帽子(晴天で暑くなる場合)

・昼食のお弁当等

・過去に上級または標準レベノレ研修を受講された方は、テキスト(座学編・実技編)のご持参をお

願いいたします。

8 その他

公益財団法人日本無線協会では、通信エキスパートの更なるスキルアップのため、無線従事者国

家資格取得のための養成講習会を本部及び全国の支部において、有料で開催しております。

詳細は、当協会のホームベ}ジをご覧ください。

htto:/ /www.nich加U.Or.ID/
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|研修会場のご案内|

【会場】

・総務省情報通信政策研究所 2階教室(座学)、中庭(実技実習)

千185-8795東京都国分寺市泉町2丁目 11番16号

【交通アクセス】・JR中央線・武蔵野線「西国分寺J駅より徒歩10分

'，---J R中央線 至国分寺・寄宿 ・東京

E一一一仁-")・・ 盟国庫 圃圃・ ・・・一
言f一一一 交香

下向 1 

• 

宅住居高

厨
中
街
宣
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令和元年 月 日
災害医療救護通信エキスパート育成協議会会長殿

令和元年度通信エキスパート研修受講申込書
~隙準レベ刈研修(総務省・情報通信政策研究所会場)~

次のとおり、通信エキスパート研修(標準レベル)を受講したいので申し込みます。

男
生

昭和
性 年

年 月
ふりがな ~Ij 月
氏 名

女
日

平成

個人メーノレアドレス | @ 

T 電
固定:

話 一 一
住所

番

号
携帯: 一 一

研修中の緊急連絡先 |氏名(続柄) 電話: 一

日

名称(地方公共団体の場合は部署名まで記入)
職種(事務職、医師、看護師など)

所在地 T

勤務先

電話番号:

FAX番号:

勤務先メールア).:'VA I @ 

受講希望日 9/30(月) 11/5(火) 11!24(日) 12/17(火)
1日研修です。

(0で囲む) 10/1(火) 11/6(水) 11!25(月) 12/18付く)

受講資格※
① ② ③ 

(0で囲む)

(上記受講資格に係る業務経歴の概要を記載してください。)

業務経歴等

勤務先の衛星系通信設備の種別・型式

(配備している、配備予定の場合)

広域災害救急医療情報システム(EMIS)のログイン用由、パスワードの有無 有 . 無
所属する都道府県等の1-SPEEDのログイン用ID、パスワードの有無 有 . 無

※下表から該当する受講資格を選択してください。(複数選択可)

受講資格

①災害医療関係者等であって、 1年以上の業務経歴を有する者文は同等の知識を有する者

②地方公共団体(保健所、消防署を含む。)において、災害医療や防災・非常通信等の関係部署に属する者

③災害医療関係者等であって、第三級陸上特殊無線技士国家資格を有する者

4 



| 令和元年度の研修・司|駒実施日程及び実施施設・場所 1-

1 l 全国 1 30名| 19月12日(木)-9月138 (金)1 8月5日-8月21日'スカJ(-JSAT'横活躍輔1セント

2 l 金国 1 30名 1 19月19日(ホ)-9月20日{金)1 8月5日-8月28日
1(鯨JI闘轍市韓国

日全国 各20国屯己
9月30日{月}

8月58-9月一1日 I~総東務京省都・国情分報寺通市信)政鯛究所
10月1日(火)

5 | 全国 30名 10月38(木)-10月4日(金) 8月58-9月1日

6 | 全国 30名 10月17日(木)-10月18自(金) 8月58-9月8臼 スカパ-JSAT'横浜健闘セント
(樽川県鯨輔副

ア | 全国 30名 10月24日(木)-10月25日{金)18月5日-9月16日

8 
全国

11月5日(火)

11月6日(水)

11月24日{日)
|9月1日-10月681糊(東京都国情分報寺蹄市)政策研究所全国

11月25日{月}

I ~ ; I会園 |混 |
12月17日(火}

12月18日{水)

注 -定員に満たない場合や荒天等の場合、急法取りやめることがあります。
-講師育成研修はよ記と同じ日程で実施します。
-上記のほか、 11月に東北大学との共催で研修を実施する計函です。

四E
安衛星通信機器 (樹 NTI ドコモ、 KDDI ~樹、スカバー JSAT側、 ソフ トバンク(欄

(一財)移動無線センター

大業務用無線機 |アイコム側、アルインコ(樹、(樹JVζケンウッド、 (樹仁SR、

モ トローラ・ソリユーションズ(樹、八重洲無線(槻

災害医療救護通信エキスパー ト育成協議会
(Disaster Medical Relief Communication Expert Council) 

DCOME(デカム)事務局 可E
公益財団法人日本無線協会 . 
〒104・rm東京都中央区B青海3・3・..  

・5686 ・
URL www.nic imu.or.'. -



「災害医療務髄信エキスパート育成協議会j

(Disaster Medical Relief Communication Expert Council) 

略称:DCOME(ディーヵω

災害医療救護通信エキスパート育成事業に係る

研修 ・訓練等は、首都直下地震、南海トラフ地

震等の大規様災害時において、国民の生命・身

体を守るために行われる医療・救謹活動等を円

滑に行うために必要とされる情報伝達の手段と

して使用される衛星携稽篭話及び衛星データ通

信をはじめとする各種無線機等を適正かつ有効

に取り扱うζとができる人材を育成し、災害医

療 ・救護活動等の維持を図り、被災者の医療等

の支援に寄与することを目的とする総務省事業

として平成29年度より実施しています。

我が圏全体として人的な災害対応能力の底上げ

人的能力の強化

非常用通信手段に関する研修・訓練 ・能力認定

圏、 地方公共団体、電気通信事業者、機器ベンダー、関係団体・学会の協力支援

・ 訓練カリキユラムやマニュアル、教材等の策定

・ 訓練用機材レンタル等

6時間

45分
程 度

0非常災害時の通信確保の必要性・重要性

O災害医療・救護活動において確保されるべ

き非常用通信手段に関するガイドライン

0非常通信手段の種類と特徴、メリット・デ

メリット

0電波法制、電波システムの適正利用

O機器の管理方法等

0衛星データ通信仰SAT等ヲの設置 ・操作、

PCネット接続(川トFiの鐙定を含む)及び

アプリ操作(ログインまで)

0デジタル簡易無線の般定・通信揚作

O座学及び実技のそれぞれについて、その理

解度、習熟度を鼠験によって確銀(録定)

15時間 10上級レベルの内容についての蹴的知識

0衡星携帯電話の設置 ・通信操作

O衛星データ通信(可鍛裂)の操作、ネット

3時間| 接続(タブレツト ・スマホ)

0デジタル MCA無線」デジタル簡易無線の鍛

定.i通信操作

営・メンテナンス及び録作

の指導ができるレベルを目

標とし、非常用通信手段の

適正利用を実現する上で必

能{キ4ζ衛星ヂータ涌信lζ

鐙位」立自釜)を習得する。

衛星携帯電路等の機器を適

正に操作 ・使用できるレベ

ルを目標とし、非常用通信

手段の適正利用を実現する

30分 10lA学及び実技のそれぞれについて、その理 |る音声を申心Pした肉怠)

程度| 解度、習熟度を猷験によって確録(認定) 1;を習得する。

10gaccoASPを使用したオンライン研修教材 |衛星携帯竃鰐と鯛臨

(lA学編 ・実技編)による基礎的知識 |等との違いを理解すること

Oその理解度を試験によって確認(修了者には、|ができるレベルを自標とし、

修了証を付与) I非常用通信手段の適正利用

※上級・機準レベルの予習・復習用としても活用

F 上級及び標準レベルの能力認定者 、

h に付与される記意 (ワッペン


